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数はN。256とし,拡散率SFt256でフル コー ド多重とした.比 較のため,従 来のGI挿入を用いるMC-CDMAのスル
ープット特性 も示 した.なお,GI長はN!8サンプル とした.符 号化率Rに よらず,オ ーバーラップFDEではGI挿入
を行 う従来のFDEよりもGI挿入損(約11%)が無い分だけ,優れたスループ ット特性が得 られていることが分かる.


















,=【s。,Slt…,Se.11=・原 Ω 凡H覧D凡 (1)
55一
ここで,s9=[s9,。,㌔1,…,se,N,.1】Tであ りSgnは第n送 信ア
ンテナ か ら送 信 され る第q符 号化 シンボル を表す.ま た
Ω凡 は電 力正規化係数 ある.HNr=【h。,h1,_,』JTはチャ
ネ ル 利 得 行 列 を 表 し,hm=[h。 ,。,hm,i,_,hm,N,-t】T,
nt=O-〈Ni-D,である.{hmn;m・O-(砕1エ炉0{酔1)}は第n送
信 アンテナ と第 脚 受信 ア ンテナ 間のチャネル の複 素パ ス利
得 を表 す.DN rは符 号化シ ンボル行列 であ り,受 信 ア ンテ
ナ数 に応 じて決定 され る.2受信 アンテナにお け る符号化シ


























































訂BC・JTRD 蜘 12 T㎞sm血紅side 13,4 鍋
5,6 加













smc一㎜ とsmのBE囃 の瞰 を齢 アンテナ
数をパ ラメータとして図7に 示す.な お,甥≒2とし,サブ








































って明 らかにし,MC一α)MA信号ブロック長Ncに対 して長 さ1Ψ8のGIを挿入する従来のFDEと比較 して,スノV一プ
ットを最大で約11%改善できることを示 した・
第3章 では送信側に任意の数の送信アンテナを伝送効率を低下させることなく配置することができる新しい時空間符
号化技術である時空間ブロック符号化 送受信ダイバ 一ーシチ(STBCJmD)を提案 した.SMC-JTRDでは受信アンテナ数
が6本までに制限されるものの,最も実用的な1本 ない しは2本 の受信アンテナを用い るとき,送信アンテナ数をいく
ら増加させても常に符号化率を1に 保つことができる.STBC-JTRDの伝送特性を計算機シミュレーシ ョンにより明ら
かにした.STBC-JTRDは符号化率を低下させることなく送信アンテナ数を増加 させることができ,かっ大きな送信ダ























プットを低 下させ てしまう。本 論文では,FDE後に残 留す るIBIが信 号ブロック全体 には広がらないことに着 目し,
GIを挿入せず にIBiを抑圧 するオ 一ーバーラップFDE技 術を提案し,そのビット誤り率(BER)特性を理論検討 に
より明らかにしている。また,オーバーラップFDEを用いるときの時空間符号化送信ダイバ ・ーシチ(STTD)の復 号
法,お よびハイブリッド自動 再送 要求(HARQ)におけるパケット合成 法を提案している。さらに,オーバーラップ
FDEが,GI挿入 を用いる従来のFDEと同等のBER特性を得ることができること,従来のFDEでブロック長の1/8
のGIを挿入するときよりパケットスループットを約11%改 善できることを,それぞれ計算機シミュレーシヨンにより
確認 している。これらはMC-CDMA伝送の周波数利用効 率の向上 に寄与す る重要な成果 である。









は学術的価値 が高いばかりでなく,高品質かつ周 波数利用効率に優 れた次世代移動無線システムの実現に貢
献する重要な成果 である。
第4章 は結論である。
以上要するに本論文 は,高品質かつ周波数利用効率 に優れた次世代移動無線通信システムの実現に向け
た等化技術とアンテナダイバーシチ技術を提案し,その有効性を明らかにしたものであり,無線通信工学の発
展に寄与するところが少なくない。
よって,本論文 は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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